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報告第８号 

 

   専決処分したものの報告について 

 

 市長に委任する専決処分事項の指定について（平成28年12月27日議決）の規定に

より、下記の事項について別紙のとおり専決処分したから、地方自治法（昭和22年

法律第67号）第180条第２項の規定により報告する。 

 

  令和４年６月16日提出 

 

豊岡市長 関 貫 久 仁 郎  

 

記 

 

１ 損害賠償の額を定めることについて 
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報告第９号 

 

豊岡まちづくり株式会社第27期の決算及び第28期の事業計画に関する 

書類について 

 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第243条の３第２項の規定により、別紙のとお

り報告する。 

 

  令和４年６月16日提出 

 

豊岡市長 関 貫 久 仁 郎  
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豊岡まちづくり株式会社経営状況説明書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年５月 30日 

 

 

 

 

豊岡まちづくり株式会社 
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報告第10号 

 

   一般社団法人豊岡観光イノベーション第６期の決算及び第７期の事業    

   計画に関する書類について 

 

 地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 243 条の３第２項の規定により、別紙の

とおり報告する。 

 

  令和４年６月 16 日提出 

 

                        豊岡市長 関 貫 久 仁 郎  
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決算等の状況の報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人豊岡観光イノベーション 

  

-29-



 

-30-



一般社団法人豊岡観光イノベーション 第６期 事業報告 

 

事業の概要と成果 

  

新型コロナウイルス感染症が引き続き世界で拡大しており、2020 年 3 月中旬から続く日本政府に

よる観光目的の入国拒否、査証の制限等により、訪日外国人観光客は激減しています。その影響に

より、豊岡市の 2021 年上半期の外国人延べ宿泊者数は 248 人泊（2019 年比 99.3％減）と低調が

続いています。 

2021 年度の経営方針として、2020 年度より本格的に取り組んできた国内マーケティング強化によ

る国内観光客誘客、また、海外観光客誘客では比較的早い訪日回復が期待できる台湾市場からの

誘客を進めることを掲げ、①地域全体で感染症対策を強化し、誘客を促進する、②デジタルマーケ

ティングによる認知拡大、観光客の増加に貢献する、③メディアへの露出を増やし、当地域の認知を

拡大する、④旅行会社の商品造成を促進する、⑤観光客の地域内の周遊を促し、平均泊数を拡大

する、⑥「関係性」、「信頼性」主体とするマーケティングに取り組む、⑦事業パートナーとの関係強化

により、 Win-Win 関係を構築する、⑧行政(豊岡市・京丹後市等）や他の DMO との連携による相乗

効果を追求する、⑨DX 基盤の構築、及び運用の仕組みを確立する、の項目について、取り組みま

した。 

豊岡市新型コロナウイルス感染症対策認証制度「CLEAN & SAFE TOYOOKA」における、3 月末

時点の認証施設数は、市内全施設の約半数となる 1,057 件となり、合わせて実際の対策状況を確認

する実地調査を 118 件行いました。 

国内向け体験予約サイト「ふらっと、リトリート TOYOOKA」においては、市内の体験プログラム販

売やイベント実施により、612 名の参加者となりました。また、特別キャンペーンとして、コロナ禍にお

ける外出自粛からの反転としての夏季および冬期誘客促進事業を実施しました。 

海外観光客誘客事業においては、早期訪日回復が予測されていた台湾市場に向けて、2020 年

度に製作した動画を更新し、動画広告の配信を行いました。訪日回復に向けて商品造成等の動き

のある海外旅行会社宛に 95 社と商談を行い、メディアへの露出については、コロナ禍ではありました

が WEB 媒体を中心に前年比 222.2％増の 1,033 件掲載され、広告換算額 7,489 万円の成果となり

ました（広告換算できたのは 121 媒体）。また、世界的な SDGs の取組推進のもと、持続可能な観光

地づくりの一環として、国際認証機関であるグリーンデスティネーションズが実施する「世界の持続可

能な観光地 100 選」に申請を行い、選定されました。 

 地域からの要望を発端として議論されてきた宿泊予約データを収集する仕組みとして、「豊岡観光

DX 推進協議会」を設立し、事務局として、豊岡観光データ基盤を整備しました。当協議会には市内

44 か所の宿泊事業者が会員として加盟し、各宿泊データを提供いただき、同協議会で収集するとと

もに、宿泊プラン単価や、客室在庫数の判断に活用できるデータなどをお示しすることによって、経

営管理に活用いただく仕組みを構築しました。 

 

豊岡市観光地プレミアム券換金業務による手数料などの収入もあり、結果として、損益状況は、営

業利益 2,387 千円、営業外収益 11,688 千円となり、当期経常利益は 14,074 千円、税引後の当期

純利益は、10,496 千円となりました。関係者の皆様方のご支援、ご協力をいただき役員・職員日々

業務に取組みましたことをご報告いたします。 
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一般社団法人豊岡観光イノベーション 組織概要 

 

                              

 

 

１．設立日 

   ２０１６年６月１日 

 

２．社員 

   豊岡市 

   ＷＩＬＬＥＲ株式会社  

   全但バス株式会社 

   株式会社但馬銀行 

   但馬信用金庫 

 

３．役員 

 理事長   関貫 久仁郎 

   副理事長  桐山 徹郎 

 副理事長  西上 均  

 事業本部長 井澤 雄俊 

 理 事   村瀨 茂高 

 倉橋 建 

  川上 晃弘 

 高宮 浩之 

 武田 和徳 

 大社 充 

  坂本 成彦 

 監 事   作花 良祐 

 

４．事業本部職員 

   事業本部長（理事、派遣職員）１名 

   派遣職員 ３名 

   嘱託・臨時職員 ６名 

 

５．基金拠出額 

   28,700 千円 
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自

至

決　算　報　告　書

第　　　６　　　期

　　２０２１年　４月　　１日

　　２０２２年　３月　３１日

一般社団法人豊岡観光イノベーション
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単位：円

金額 金額

Ⅰ 72,604,583 Ⅰ 26,782,063

1 28,798 1 22,038,308

2 13,171,515 2 3,577,900

3 0 3 43,555

4 0 4 0

5 0 5 1,122,300

6 59,404,270 Ⅱ 0

Ⅱ 3,333,647 26,782,063

1 333,647

・ 一 括 償却 資産 333,647 Ⅰ 49,156,167

2 0 1 28,700,000

・ ソ フ ト ウ ェ ア 0 2 20,456,167

3 3,000,000 ・ 繰 越 利 益 剰 余 金 20,456,167

・ 差 入 保 証 金 3,000,000 49,156,167

75,938,230 75,938,230資産合計 負債・純資産合計

純 資 産

無 形 固 定 資 産 基 金

利 益 剰 余 金

投資その他の資産

純資産合計

未 収 入 金 固 定 負 債

固 定 資 産 負債合計

有 形 固 定 資 産 純資産の部

売 掛 金 預 り 金

前 払 金 仮 受 金

立 替 金 未 払 消 費 税 等

流 動 資 産 流 動 負 債

現 金 未 払 金

預 金 未 払 法 人 税 等

科目 科目

（一社）豊岡観光イノベーション
貸借対照表

２０２２年　３月３１日　現在

資産の部 負債の部
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単位：円

Ⅰ

１） 19,497

２）

・ 2,173,877

・ 703,770

・ 255,210

３） 222,052

４） 10,444,539

５） 1,590,000 小計 15,408,945

６） 60,302,245

・ 3,894,000

・ 4,102,815

・ 1,603,540

・ 3,289,000

・ 4,150,000

・ 1,199,000

・ 1,802,000

・ 34,438,000

・ 200,000

・ 27,500

・ 461,700

・ 5,101,690

・ 33,000 75,711,190 小計 60,302,245

Ⅱ

１）

・ 1,676,669

・ 446,970

２） 0

３） 5,000 2,128,639

73,582,551

Ⅲ

１） 5,711,115

２） 1,241,790

３） 912,868

４） 11,704

５） 9,908,732

６） 27,600

７） 3,000

８） 108,314

９） 125,448

10） 377,881

11） 281,090

12） 267,100

13） 721,737

14） 240,000

15） 1,392,000

16） 906,036

17） 3,500

18） 108,567

19） 3,175,218

20） 11,375

21） 550,287

22） 43,203,690

23） 48,400

24） 1,858,500 71,195,952

2,386,599

Ⅳ

１） 667

２） 6,897,127

３） 0

４） 4,763,000

５） 27,000 11,687,794

Ⅴ

１） 0

２） 0 0

14,074,393

14,074,393

3,578,002

10,496,391

純 売 上 高

Ｖ ｉ ｓ ｉ ｔ Ｋ ｉ ｎ ｏ ｓ ａ ｋ ｉ 手 数 料

ツ ア ー 等 売 上 高

視 察 売 上 高

会 費 収 入

着 地 型 ﾂ ｱ ｰ 、 体 験 ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾑ

旅 行 会 社 ツ ア ー

ふ る さ と 納 税 返 礼 品 ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾑ

（一社）豊岡観光イノベーション
損益計算書

自　２０２１年　４月　１日
至　２０２２年　３月３１日

科目 金額 備考

Ｖ ｉ ｓ ｉ ｔ Ｋ ｉ ｎ ｏ ｓ ａ ｋ ｉ 運 用

海 外 プ ロ モ ー シ ョ ン 事 業

振 興 券 手 数 料

委 託 料 収 入

ネオカルTOYOOKA WEBページコーディング作業

フ ラ ッ プ ト ヨ オ カ 管 理 運 営

地域観光資源による域内連携促進 実証事業

ア ン ケ ー ト 委 託 事 業

但 馬 周 遊 モ デ ル ル ー ト 修 正 業 務

福 利 厚 生 費

販 売 費 お よ び 一 般 管 理 費

給 料 手 当

法 定 福 利 費

売 上 原 価

ツ ア ー 等 関 連 経 費

外 注 費 （ 委 託 料 関 連 経 費 ）

視 察 関 連 経 費

委 託 費

研 修 費

消 費 税 等

経 常 利 益

税 引 前 当 期 純 利 益

営 業 利 益

営 業 外 収 益

受 取 利 息

当 期 純 利 益

市 補 助 金 収 入

国 県 補 助 金 収 入

雑 収 入

営 業 外 費 用

支 払 利 息

雑 損 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

県 補 助 金 収 入

観 光 デ ー タ 基 盤 構 築 及 び 運 用 業 務

減 価 償 却 費

通 信 費

水 道 光 熱 費

リ ー ス 料

修 繕 費

保 険 料

支 払 手 数 料

諸 会 費

租 税 公 課 費

消 耗 品 費

共 益 費

賃 借 料

車 両 費

賞 与 手 当

売 上 総 利 益

夏 期 誘 客 広 告 宣 伝 業 務

国 内 向 け 誘 客 促 進 事 業

国 内 向 け 情 報 発 信 業 務

宿 泊 旅 行 商 品 造 成 促 進 事 業 業 務

観 光 施 策 評 価 指 標 ﾃ ﾞ ｰ ﾀ 収 集

交 際 費

会 議 費

着 地 型 ﾂ ｱ ｰ 、 体 験 ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾑ

旅 行 会 社 ツ ア ー

広 告 宣 伝 費

旅 費 交 通 費
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個  別  注  記  表 

自 令和 3年 4月 1日 

至 令和 4年 3月 31日 

 

 

１．この計算書類は、中小企業の会計に関する基本要領によって作成しています。 

２．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

（１）固定資産の減価償却の方法 

   有形固定資産・・・定率法 

   無形固定資産・・・定額法 

（２）消費税等の会計処理 

   消費税等の会計処理は税込方式により処理しております。 
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一般社団法人豊岡観光イノベーション 第７期 事業計画 

 

事業の概要 

 

世界的に新型コロナウイルス感染症拡大の状況は引き続いていますが、感染者などの状況

を鑑み、国によっては海外渡航規制撤廃の対応を行うなど、海外観光客の受入れが始まって

います。日本政府による観光目的の入国においても規制緩和の検討がなされており、訪日観

光回復の兆しも窺え始めたところです。また、国内の感染症対策の緩和に伴い、国内旅行需

要の回復の傾向もあります。 

 

このため、７期目となる2022年度は、訪日観光再開に向けた海外観光客誘客事業につい

て、準備を含めて本格的に取組み、国内観光客誘客においては、国内マーケティングの更な

る強化および観光客と地域の交流を促進するコミュニティツーリズムを推進します。依然と

して、国内外ともに同感染症拡大に依り観光需要が左右される状況が考えられますが、状況

に対応しながら、反転攻勢として観光客誘客を行います。 

豊岡観光DX推進協議会の事務局として、2021年度に構築した豊岡観光DX基盤の運用を引き

続き行うとともに、今期は、地域と協議しながら、CRM（Customer Relationship 

Management）の一環として、地域アプリの開発および普及に取り組み、市内周遊促進を図り

ます。 

国内観光客誘客においては、Webを活用したマーケティング、マイクロツーリズムを意識

した着地型体験プログラムの造成、夏季誘客キャンペーンなどの特別キャンペーンを引き続

き行うとともに、デジタルスタンプラリーによる周遊促進事業、近隣DMOと連携した首都圏

向けツアー造成などの誘客事業に取り組みます。 

海外観光客誘客においては、引き続き情報発信を実施するとともに、訪日回復を見込んで、

外国人観光客向けのツアー・体験プログラムの造成、ひょうご観光本部、近隣DMO等との広域

連携による海外現地へのプロモーションなど、訪日回復時に備えて、事業を加速して取り組

みます。前期で国際的評価を受けた持続可能な観光まちづくりにおいては、今期は持続可能

な観光コンテンツのツアー造成および地域事業者の意識醸成について、近畿運輸局、豊岡市

ともに取り組みます。また、観光プロモーションだけでなく、産業連携により、豊岡鞄の海

外向け販路拡大にも取り組んでまいります。 

 

 前期に続き、厳しい状況ではありますが、観光需要回復の兆しが窺えます。ただし、同感

染症拡大状況を鑑みながら、地域の事業者がこの状況を乗り越えていけるよう、役割を果た

してまいりますので、今後ともご指導ご協力を賜りますようお願い申しあげます。 
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報告第11号 

 

株式会社日高振興公社第28期の決算及び第29期の事業計画に関する 

書類について 

 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第243条の３第２項の規定により、別紙のとお

り報告する。 

 

  令和４年６月16日提出 

 

豊岡市長 関 貫 久 仁 郎  
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決算等の状況の報告 

 

 

 

 

 

株式会社 日高振興公社 
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株式会社 日高振興公社 第２８期 事業報告 

                                   

１ 事業の経過および成果 

 当事業年度における国内経済をみると、新型コロナウイルス感染症に伴う、緊急事

態宣言を受け、兵庫県は 4 月 25 日から 6 月 20 日、8 月 20 日から 9 月 30 日の 99

日間発出しました。時短営業や休業要請、不要不急の外出を控えるなどの自粛要請に

より、経済全体に深刻な影響を与えています。特に兵庫県内の倒産件数は 2021 年度

313 件で、コロナ禍に伴う支援策により、前年度比 25.1％減少しましたが、小売業

87 件、飲食業 83 件と依然厳しい状況に変わりはありません。 

また、神鍋高原の夏季観光客の入込状況は 8 月に悪天候と緊急事態宣言の実施によ

り、約 12 万人(前年約 15 万 7 千人)前年比 76％となりましたが、冬季は 12 月後半か

らシーズンを通して安定的な降雪に恵まれ、神鍋高原スキー場は約 14 万人(前年約

10 万 8 千人)前年比 130％となり、賑わいを取り戻しました。ただし、経済支援クー

ポンは 1,464 万円(前年 2,088 万円)前年比 70％となり、大変厳しい状況の中で 1 年を

終えました。 

このような状況の下、当社は「地域と共に創る個性ある道の駅」を目指し、神鍋高

原のおみやげ開発などに取り組んで参りました。 

 

従業員の職務能力向上を図るため、県内の道の駅訪問や意見交換、コンサルタント

の指導、更なる地元企業・高校生との連携強化により、店舗展開（坪単価・客単価ア

ップ）や「個性ある道の駅づくり」のための研修を行いました。 

また、毎月開催している社員会議では、各部門ごとに経費実態・新規イベント計画・

新商品開発・設備投資計画等、勉強会を適時実施しました。特に、本事業年度は労働

時間の見直し、効率的な仕入れの実施、新型コロナウイルスの感染状況に応じた運営

等についても全従業員で取り組みました。 

 

〇来客数 

道の駅「神鍋高原」 １０５，２３９人（前年度比：１０５％ ４，８８３人） 

 神鍋温泉ゆとろぎ   ６１，０７４人（前年度比：１１３％ ７，０５０人） 

 

結果、当事業年度における業績は、 

売上高   １７２，４９６千円（前年度比：１０２％  ３，８７１千円） 

営業利益   △２，９８７千円（前年度比：  ―  ％  ４，０８２千円） 

経常利益    ２，３０２千円（前年度比：  ６４％ △１，２９０千円） 

当期純利益   １，５７２千円（前年度比：  ４８％ △１，７３２千円） 

（前年度：３，３０４千円）となりました。 
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（１） 道の駅「神鍋高原」 

① 売店部門  

当事業年度は高校生の連携強化を図り、但馬農業高校から新たに野菜や苗、メロン

の販売など、取り扱い商品を増やしました。さらに、山陰海岸ジオパークのエリア内

にある鳥取湖陵高校と新規取引を開始し、50 年以上生徒により作り続けられてきた

福神漬けの販売を開始しました。また、兵庫県温泉地お土産購入券、ひょうごを旅し

ようキャンペーンや豊岡市プレミアム付き応援商品券やとよおか旅クーポン等、経済

支援クーポンの利用が12,846千円となり、売店部門の売上全体の12％を占めました。 

新たな取り組みとして、4 月に魚介類販売業の許可を取得し、神鍋清流サーモンの

鮮魚販売を開始しました。さらに、おととし取得した食肉販売業の許可を活かし、夏

季はキャンプ向けの焼き肉用、冬季にはすき焼き用の美方但馬牛の販売を開始しまし

た。 

お正月に先駆け地元産のしめ縄を販売し、神社からの依頼があるなど評判も良く、

12月には第1回しめ縄作り教室を開催し、日本の伝統文化に触れていただきました。 

また、9 月にはイベントホール 2 階に山陰海岸ジオパークの展示室、3 階に神鍋高

原展望台をオープンし、多くのお客様に利用して頂きました。 

さらに、下記の商品を道の駅「神鍋高原」でしか購入できない商品（PB 商品）と

位置付け、他店舗との差別化を図りました。 

〇高校生商品       年間販売数： 6,367 個 売上金額：1,907 千円 

〇よりどり３個セット   年間販売数： 1,110 個 売上金額：1,110 千円  

○キャベツチップ     年間販売数： 2,168 個 売上金額：1,011 千円 

○ほんまもん神鍋     年間販売数：10,111 個 売上金額：6,572 千円  

 〇日高みそ関連商品    年間販売数： 1,986 個 売上金額： 931 千円 

 

② 飲食部門 

 毎年 7 月・8 月に開催する「全但バス神鍋線利用促進イベント」の「神鍋 BeerNight」

は今年で 10 年目を迎えましたが、8 月 2 日から 8 月 19 日の 18 日間、まん延防止等

重点措置の発出により、1 回しか開催できませんでした。客数 45 名、売上金額 122

千円、バス乗客 22 名、昨年より 274 名減少、売上金額 775 千円減少となり、前年比

14％と減少しました。 

平日の利用促進として、お食事処かんなべの暖簾や但馬牛すじカレーの幟旗の作成、

お客様アンケートの実施、神鍋清流サーモン丼の試験販売など、内容の改善に努めま

した。継続して、コロナ禍でのテイクアウト需要を見込み、お弁当や惣菜等販売を強

化し、販売数量 3,497 個、売上金額 1,132 千円となりました。また、サービスの一環

として、電子レンジを新設し、冬季でも温めて持ち帰れるようになりました。 

土、日、祝日のランチビュッフェでは売店で販売している高校生・お土産商品を使

用し、相乗効果を図りました。また、営業期間に関して、6 ヶ月中止、8 月から 1 月

までの開催となりました。客数 4,877 名、売上金額 5,136 千円となり、昨年より客数

922 名減少、売上金額 1,089 千円減少となりました。 

1 年を通して緊急事態宣言 99 日間、まん延防止等重点措置 113 日間、合計 212 日
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間あり、社会情勢を予測しながらの運営は大変厳しいものがあり、集客が見込めない

中で、メニュー構成や仕入れの見直し等、より効率的な運営に努めました。 

 

（２） 神鍋温泉ゆとろぎ 

昨年度から消費増税に伴う価格改定を段階的に行っており、4月から大人 700円(前

年 650 円）、小人 450 円(前年 420 円)に価格改定を行いました。また、ひょうごを旅

しようキャンペーンやとよおか旅クーポン等、経済支援クーポンの利用が 527 千円

となり、売上に貢献しました。 

本年度、スキー場は降雪により賑わい、「スキーリフト券利用者割引」の利用者は

8,901名(前年比 129％)と増加しました。さらに全但バス神鍋線 160名(前年比 113％)、

フォレストアドベンチャー奥神鍋 372 名(前年比 63％)、パラグライダースクール 31

名(前年比 69％)、と提携した割引サービスは効果がありました。 

本年度の取り組みとして、①お客様アンケートを実施し、特に要望の多かった、休

憩スペースのリクライニングチェア設置を実施し、多くのお客様から大好評でした。

②「入浴料とフェイスタオル、バスタオル」が付いた入浴セットの販売が好調で、年

間 2,483 セット、売上金額 2,693 千円(前年比 179%)となり、2 年目を迎え、定番商

品として浸透し、安定した売上に繋がりました。 

毎週水曜日に休館日を設け、お客様に安全かつ気持ち良く利用していただく様にレ

ジオネラ菌の発生やコロナ感染を防ぐ為の清掃・消毒等の徹底をしました。また、営

業に支障が出ない様に貯水槽や機械設備等の修繕工事を実施し、保守管理の改善に取

組みました。 
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２ 事業実績 

   売上高の推移                            単位：千円 

    

   営業成績、財産状況の推移                     単位：千円 

区  分 第 24期 第 25期 第 26期 第 27期 第 28期 

経常利益 5,306 4,109 △3,195 3,592 2,302 

当期純利益 5,094 3,898 △2,600 3,304 1,572 

総資産 39,231 37,761 34,296 70,317 72,338 

純資産 21,299 25,196 22,597 25,901 27,473  

    

３ 会社の概要 

（１）資本金 

資本金     36,000,000円 

 

（２）株式の状況 

発行済株式総数 720株 

  うち豊岡市保有分 400株 

 

（３）役員の状況 

役職名 役員名 

代表取締役 岡 森 且 哉 

専務取締役 久 田 喜三郎 

取 締 役 岡 藤 泰 明 

取 締 役 小 谷 士 郎 

取 締 役 村 上 勝 幸 

取 締 役 細 谷 文 夫 

監 査 役 谷 口 雄 彦 

監 査 役 玉 置 孝 至 

 

（４）社員（従業員）の状況 

区分 人数 構成 

社 員 ５ 男性 3人、女性 2人 

パート 15 男性 2人、女性 13人 

計 20 男性 5人、女性 15人 

区  分 第 24期 第 25期 第 26期 第 27期 第 28期 

売店部門 125,684 116,322 107,315 113,343 107,367 

飲食部門 41,477 36,015 32,510 17,835 21,622 

温泉部門 41,654 38,382 37,654 33,477 39,483 

市受託料 4,026 4,006 3,954 3,969 4,024 

合  計 212,841 194,725 181,433 168,624 172,496 
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株式会社 日高振興公社 第２９期（次期）事業計画及び予定損益計画 

 

事業計画 

 

国内では、ガソリン価格が高騰しているほか、原材料や加工・輸送コストの増加に

より食料品の品目も広範囲に上昇しています。さらに、電気・ガス料金は、原油価格

に約半年遅れて変動するため、少なくとも夏場まで高止まりすることが必至な情勢で

す。 

こうした中、企業は輸入物価上昇を価格転嫁できず、収益が圧迫されています。一

方、家計は、所得が増えない中、旅行・外食・嗜好品といった選択的支出を抑制せざ

るを得ず、ＧＤＰの約６割を占める個人消費は、強い下押し圧力を受けています。 

これらを踏まえ、当社では、①価格高騰によるお土産商品や仕入れ食材の見直しな

ど商品管理の強化を図ります。②ウィズコロナ対策やサイバーセキュリティ―の強化、

賠償責任保険の見直しなど安全管理の徹底を行います。③労働時間や休憩・休日関係

の見直しなどの労務管理の見直しを図ります。今後も様々な要因を柔軟に対応できる

会社経営を目指し、日々改善しながら仕事に取り組みます。 

 

当社については、今期も地域資源を活用して但馬地域の企業や団体との連携による

６次産業の振興や活性化を図る事業を展開します。 

売店部門では、引き続き神鍋高原の食材を使用した特産品開発を実施します。また、

高校生商品の新規開拓、商品品目を増やし、地域貢献を図ります。 

飲食部門は、仕入れ材料を見直すとともに費用に見合う販売価格の見直し、また、

営業時間や労働時間などの労務改善を行います。また、お客様のニーズ合ったメニュ

ー開発を実施します。 

温泉部門は、燃料費（ガス・ペレット）の経費削減を中心として、施設内の不備や

顧客対応への安全管理を徹底します。 

また、「神鍋ほっこり通信」を毎月発行するとともに、フェイスブックなど多様な

チャンネルによる情報発信を行います。さらに、季節の野菜等の販売やイベント開催

の告知をする幟旗を新調し、神鍋高原の魅力を分かりやすく施設に設置し発信します。 

 

今年度、但馬ドームのドーム棟の改修工事が予定され、利用できないことから道の

駅においても少なからず影響があるものと考えられます。しかしながら、道の駅にお

いて神姫バスツアーや全但バスのたじまわる号、学校関係の利用をさらに進めるほか、

本年 11 月にオープンするマリオットホテルの新たな客層の来訪をチャンスと捉え、

利用者の確保に努めます。 

また、新たな宣伝方法や販売形態を検討し、但馬はもとより市内からの利用者を増

やすための仕組みをつくり、多様なニーズに合ったサービスを提供します。 

当社においても、今期も「地域と共に創る個性のある道の駅」を目指し、常に話題

性に富んだ事業の展開を図り、地域の賑わいを創り出すための取り組みを展開します。 
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予定損益計画       予定損益計算書 

自 令和 4年 4月 1日 

株式会社 日高振興公社                    至 令和 5年 3月 31日 

科         目 金         額 

（営業損益の部） 

【売上高】 

売     上 

受 託 料 等 

 

【売上原価】 

  期 首 棚 卸 高 

  仕  入  高 

  材  料  費 

  合     計 

  期 末 棚 卸 高 

        売 上 総 利 益 

【販売及び一般管理費】 

営 業 利 益 

（営業外損益の部） 

【営業外収益】 

  受 取 利 息 

  雑  収  入 

【営業外費用】 

  支 払 利 息 等 

  雑  損  失 

        経 常 利 益 

 

 

200,000,000 

4,000,000 

 

円 

 

 

 

204,000,000 

 

 

 

 

 

100,110,000 

 

934,841 

91,100,100 

9,009,900 

101,044,841 

934,841 

 

 

 

 

 

 

1,020,000 

103,890,000 

100,200,000 

3,690,000 

 

 

 

1,020,000 

 

  

 

 

 

4,710,000 
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予定販売費及び一般管理費内訳書 

自 令和 4年 4月 1日 

株式会社 日高振興公社                    至 令和 5年 3月 31日 

科         目 金         額 

 

役  員   報  酬 

給  料   手  当 

退職給与引当金戻入 

福 利 厚 生 費 

雑       給 

ｼ  ﾙ  ﾊﾞ- 委 託 費 

広 告 宣 伝 費 

運       賃 

燃   料   費   

衛   生   費 

水 道 光 熱 費 

一 括 資 産 償 却 費 

会   議   費 

事   務   費 

消  耗  品  費 

地  代  家  賃 

支 払 保 険 料 

修   繕   費 

租  税  公  課 

減 価 償 却 費 

接 待 交 際 費 

旅 費 交 通 費 

通   信   費 

支 払 手 数 料 

貸   借   料 

諸   会   費 

購   読   費 

雑       費 

合      計 

 

4,300,000 

34,700,000 

0 

5,450,000 

6,180,000 

2,340,000 

2,010,000 

150,000 

10,120,000 

7,070,000 

11,000,000 

0 

100,000 

1,310,000 

3,460,000 

40,000 

540,000 

1,000,000 

4,370,000 

1,030,000 

400,000 

100,000 

430,000 

2,200,000 

1,400,000 

340,000 

60,000 

100,000 

円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100,200,000  
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報告第12号 

 

   株式会社シルク温泉やまびこ第18期の決算及び第19期の事業計画に 

   関する書類について 

 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第243条の３第２項の規定により、別紙のとお

り報告する。 

 

令和４年６月16日提出 

 

                         豊岡市長 関 貫 久 仁 郎  
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決算等の状況の報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 シルク温泉やまびこ 
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第 18 期事業報告及び決算報告 

 

１ 事業の経過及び成果 

今期の半分以上が緊急事態宣言、まん延防止等重点措置が発出され、約５か月間

だけ通常営業ができました。 

通常稼働日におきましては、宿泊ではおすすめ料理の販売を強化できました。 

売店では重点販売商品の販売を強化できました。温泉では回数券の販売を強化で

きました。アウトドアも順調に伸ばすことができました。全社で施策に取り組むことがで

き、11 月、12 月連続で売上 40,000 千円を超すことができました。費用面では削減に

取り組むことができましたが、後半からの燃料代の高騰で経費が増嵩しました。 

 

結果 

 

総売上 297,127 千円 予算比   85.0％ 前期比 109.3％ 

営業利益 △26,896 千円 予算比   22.5％ 前期比 127.7％ 

純利益 9,707 千円 予算比 2078.7％ となりました。 

 

各部門別売上高は、宿泊 173,993 千円 前期比 107.9％、売店 36,712 千円 前

期比 99.2％、温泉 58,953 千円 前期比 113.2％、自然の郷 9,811 千円 前期比 

122.0％となりました。 

  

次に各部門別の利用者数は、宿泊 9,414 人 前期比 105.6％、休憩 1,098 人 前期

比 100％、温泉 95,022 人 前期比 118.0％、自然の郷 1,899 人 前期比 114.2％と

なりました。 

 

販売管理費におきましては、水道光熱費 21,254 千円 前期比 105.8％、燃料費

14,833 千円 前期比 184.8％、衛生費 11,538 千円 前期比 96.4％、特に燃料費の

高騰により（１ℓあたり平均単価、今期 79.34 円前期 50.29 円）経費が増嵩しました。 

また、お客様により喜んでいただけるように、和室の畳張替え、101 号室のリニュー

アルをしました。 

 

 

来期も役員、社員一丸となり予算達成に取り組んでまいりますので、株主様をはじ

め関係者皆様のご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。 
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２ 事業実績 

 売上高の推移                      （単位：千円） 

区  分 第 16 期 第 17 期 第 18 期 

宿泊部門 218,464 161,196 173,993 

売店部門 48,698 37,012 36,712 

温泉部門 89,353 52,095 58,953 

自然の郷部門 9,615 8,044 9,811 

フィールド部門(注) 216 5,080 8,795 

業務委託部門 6,463 6,240 6,255 

自販機売上 4,097 2,243 2,608 

合  計 376,906 271,910 297,127 

（注）アウトドアの売り上げを第 16 期までは、「温泉部門」に計上。第 17 期からは、

「フィールド部門」で計上。 

 

営業成績、財産状況の推移                 （単位：千円） 

区  分 第 16 期 第 17 期 第 18 期 

営 業 利 益 4,925 △34,357 △26,896 

当 期 純 利 益 10,370 △7,080 9,707 

総 資 産 106,541 116,523 133,258 

純 資 産  87,525 80,446 90,153 
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３ 会社の概要 

⑴ 資本金 

 資本金 50,000,000 円 

 

⑵ 株式の状況 

  発行済株式総数       1,000 株 

   うち豊岡市保有分        510 株 

 

⑶ 役員の状況 

役 職 名 役 員 名 

代表取締役 岸 本 直 幸 

取 締 役 大 井 靖 夫 

取 締 役 羽 尻 泰 広 

取 締 役 持 田  淳 

監 査 役 谷 口 雄 彦 

監 査 役 守 本 徹 宏 

 

⑷ 社員（従業員）の状況 

区  分 人 数 構  成 

社 員 17 男性 ９人、女性 ８人 

パート・契約 9 男性 ２人、女性 ７人 

計 26 男性 11 人、女性 15 人 
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経営方針

　　　顧客満足度豊岡一番を目指す

経営戦略

　　　危機管理

　　　計画目標に向かって考動

　　　人材育成

　　　健康管理

予算計画

総売上 361,430千円 （前期実績 297,127 千円、 64,303 千円）

営業利益 △5,900千円 （前期実績 △ 26,896 千円、 20,996 千円）

純利益 619千円 （前期実績 9,707 千円、 △ 9,088 千円）

各部門のテーマ

宿泊 新たな魅力を創出して、クチコミ満足度毎月4.4以上の維持を目指します

売店 重点販売商品をストーリー付ポップで演出し、売上増を目指します

温泉 温泉の湯１００リットル持ち帰り企画で平日入浴者数２０４名以上を目指します

自然の郷 ワーケーションプランで売上増を目指します

アウトドア 家族の思い出作りをエスコートし売上増を目指します

管理 経費の高騰が続きます。使用量の削減を目指します

　中長期の計画として、長期勤続によるキャリア形成を図るため、３５歳までの社員を

募集してまいります。

　経営方針に沿って各部門テーマを決め顧客満足度を高め予算達成できるよう

役員、社員一丸となり取り組んでまいります。

　株主様をはじめ、皆様方の格別のご支援を賜りますよう心からお願い申し上げます。

第19期事業計画及び予定損益計画

１　事業計画

-72-



自　令和　4年　　４月　１日
株式会社 シルク温泉やまびこ 至　令和  5年　  ３月３１日

期 首 棚 卸 高

仕 入 高

期 末 棚 卸 高

売 上 総 利 益

営 業 利 益

受 取 利 息

雑 収 入

経 常 利 益

9

6,510 6,519

619

    【営業外収益】

629 131,920

229,510

    【販売費及び一般管理費】 235,410

△ 5,900

(営業外損益の部)

131,920

            合         計 132,549

    【売   上   原   価】

629

361,430

売 上 高
361,430

（ 営 業 損 益 の 部 ）

【 売 上 高 】

２　予定損益計画 予　定　損　益　計　算　書

科　　　　　　　　目 金　　　　　　　　額

    【経　常　利　益　の　部】 千円
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千円

役 員 報 酬 5,400

給 料 手 当 80,850

法 定 福 利 費 13,020

福 利 厚 生 費 2,570

シ ル バ ｰ 委 託 費 7,950

広 告 宣 伝 費 3,400

運 賃 180

サ ー ビ ス 費 2,890

燃 料 費 15,330

衛 生 費 11,310

リ ー ス 料 150

外 注 費 17,380

水 道 光 熱 費 21,490

事 務 費 1,650

消 耗 品 費 3,240

支 払 保 険 料 690

修 繕 費 12,010

租 税 公 課 12,540

減 価 償 却 費 1,480

接 待 交 際 費 480

旅 費 交 通 費 120

通 信 費 880

支 払 手 数 料 14,460

賃 借 料 3,600

諸 会 費 420

購 読 費 220

地 代 家 賃 760

雑 費 940

合                                                計 235,410

販売費及び一般管理費内訳書
自　令和　４年　４月　１日
至　令和  ５年　３月３１日

科　　　　　　　　　　　　　目 金　　　　　　　　　　　　　額
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第64号議案 

令和４年度豊岡市一般会計補正予算（第４号） 

 令和４年度豊岡市の一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところ

による。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ386,053千円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ48,525,170千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

令和４年６月16日提出 

豊岡市長 関 貫 久 仁 郎 
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第 １ 算

金 2,862,100

補

379,181 3,2

正

41,281

一

20. 繰 入 金 2

般

,527,795 4,

会

968 2,532,7

計

63

2

歳

.基 金 繰 入 金 2,482,959 4,968

入

2,487,927

表
(

22. 諸

単

収 入 2,697,98

位

6 1,904 2,699,890

千

5.雑 入 2,11

円

5,344 1,904

)

2,117,248

歳 入 合 計 48,139,117 386,053 48,525,170

款 項 補正前の額 補 正 額 計

歳

16. 国 庫 支

入

出 金 5,660,49

歳

9 379,181 6,

出

039,680

予

2.国 庫 補 助
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歳 出 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

2. 総 務 費 6,969,995 7,756 6,977,751

1.総 務 管 理 費 6,240,806 3,756 6,244,562

3.戸籍住民基本台帳費 224,563 4,000 228,563

3. 民 生 費 13,741,830 265,657 14,007,487

1.社 会 福 祉 費 4,112,329 2,140 4,114,469

2.老 人 福 祉 費 3,413,482 7,586 3,421,068

3.児 童 福 祉 費 5,365,994 255,931 5,621,925

6. 農 林 水 産 業 費 1,985,743 100,000 2,085,743

1.農 業 費 1,639,046 100,000 1,739,046

10. 教 育 費 4,086,623 12,640 4,099,263

6.保 健 体 育 費 991,829 12,640 1,004,469

歳 出 合 計 48,139,117 386,053 48,525,170
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令 和 ４ 年 度 豊 岡 市 一 般 会 計

補 正 予 算 （ 第 ４ 号 ） に 関 す る 説 明 書
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歳 入 別

20. 繰 入 金 2,52

明

7,795 4,968

細

2,532,763

書

22. 諸 収

１

入 2,697,986

.

1,904 2,699,890

総

歳 入 合 計 48,139,1

括

17 386,053 4

歳

一

8,525,170

般会計

出

(歳  入) (

補

単位 千円)

款 補 正 前

正

の 額 補 正 額 計

予

16. 国 庫 支 出 金 5

算

,660,499 37

事

9,181 6,039

項

,680
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一般

   

    

2. 総 務 費 6,969,995 7,756 6,977,751

3. 民 生 費 13,741,83

会

0 265,657 14,007,487

(歳

6. 農 林 水

 

産 業 費 1,985,7

出

43 100,000 2

)

,085,743

10.

計

教 育 費 4,086,623 12,640 4,099,263

款

歳 出

補

合 計 48,139,117 386,05

正

3 48,525,170

前 の 額 補 正 額 計
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 般  財  源

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

7,756

260,420 269 4,968

 

10

(

0,000

単位 千

11,

円

005 1,635

)

379,181 0 1,904 4,968

補 正 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一
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2.

6

般会計

.

21. 地 方 創 生 臨

国

時 交 付 金 673,58

庫

1 379,181 1,

支

052,762

出金 (項)

歳

2

計 2,86

.

2,100 379,1

国

81 3,241,28

庫

1

(款)20.繰入金

補

(項) 2. 基金繰入金

助金

目 補 正 前 の 額 補 正 額 計

1. 財 政 調 整 基 金 繰 入 金 1,614,642 4,968 1,619,610

計 2,482,959 4

目

,968 2,487,

補

927

(款)22.諸

 

収入 (項) 5. 雑入

正 

目 補 正 

前

前 の 額 補 正 額

 

計

入

の 額 補

6. 雑 入 2,114,

正

524 1,904 2,116,428

額 計

(

計 2,115,344 1,904 2,117,248

款)1

一
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1. 地方創生臨時交付金 379,181 地方創生臨時交付金 379,181

    
節

説 明

区 分 金 額

（単位 千円）

1. 財政調整基金繰入金 4,968 財政調整基金繰入金 4,968

  

    

 

節
説

 

明

区 分 金 額

（単位 千円）

2. 学 校 給 食 徴 収 金 1,635 学校給食徴収金 1,

節

635

説

3. 雑 入 269 保育所給食費負担金 269

明

区 分 金 額

（単位 千円）
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3.

.

源

計 4,112,329 2,140 4,114,469

総

2,140

(款) 3. 民生費 (項) 2. 老人

国

福祉費

県支

目 補正前の額 補

出

正 額 計

補 正 額

金

の 財 源 内 訳

地

特 定

方

財 源
一般財源

務

債

国県支出金 地 方

そ

債 そ の 他

の

1. 老人福

他

祉総務費 3,034,191 440 3,034,631 440

費

一般会計

(項)

8. 公

1

共交通対策費 367,

.

074 3,756 37

総

0,830 3,756

歳

務管理費

計 6,240,806 3,756 6,244,562 3,756

(款) 2. 総務費 (項) 3. 戸籍住民基本台帳費

目 補正前の額 補 正 額 計

補 正 額 の 財 源 内 訳

特 定 財

目

源
一般財源

補

国県

正

支出金 地 方 債 そ

前

の 他

の額

出

補

1. 戸籍住民基本台帳 224,56

正

3 4,000 228,563 4,000

額 計

補

費

正

(

額 の 財 源

計 224,563 4,0

内

00 228,563 4,000

(款) 3. 民

款

訳

生費 (項) 1. 社会福祉費

目 補正前の額 補 正 額 計

補 正 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

)

国県支出金 地 方 債 そ の 他

15. 障害者総合支援事 2,352,325 2,140 2,3

特

54,465 2,140

2

定

業 費

財 源
一般財
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交付金 2,1

区

00
交 付 金 原油価格高騰対策支援金 2,100

分 金 額

節

説 明

区 分 金 額

（単位 千円）

27. 繰 出 金 440

（単

介護

位

保険事業特別会計繰出金 【高年介護課】 4

千

40

円）

18. 負担金、補助及び 3,756 バス交通対策事業費 【都市整備課】 3,756
交 付 金 補助金 3,756

新型コロナウイルス感染症対応型運行支援事業費 3,756

節

説 明

区 分 金 額

（単位 千円）

12. 委 託 料 4,000 個人番号カード交付事業費 【ＤＸ・行財政改革推進
課】 4,000

業務委託料 4,000
マイナンバーカード出張申請受付業務

節

説

節

説 明

区 分 金 額

（単位 千円）

10. 需 用 費 7

明

地域生活支援事業費 【社会福祉課】 2,140
印刷製本費 1

11. 役 務 費 33 修繕料 6
通信運搬費 33

18. 負担金、補助及び 2,100
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(款 )

国県支出

2

金 地 方 債 そ の

.

他

一般

老

会計

( 老人福祉総務費

人

)

計 5,365,994 255,931 5,621,925 250

福

,694 269 4,968

祉費)

2. 老人福祉事業費 122,277 7,146 129,423 7,146

3

目 補

.

正前の額 補

計 3,413,48

正

2 7,586 3,421,068 7,586

額

(款) 3. 民生費 (項

計

) 3. 児童福祉費

民

補

目 補

正

正前の額 補 正 額 計

補 正 額 の 財

額

源 内 訳

の

特 定 財 源
一般財源

財

国県支出金 地 方 債 そ の

生

源

他

内

4. 私

訳

立 保 育 所 費 2,447,119 4,171 2,451,290 4,171

費

5. 公 立 保 育 所 費 7

(

12,363 1,36

特

0 713,723 1,091 269

定 財

項

源

9

一

. 子育て世帯臨時特 0

般

250,400 250

財

,400 245,43

源

2 4,968
別給付金支給費
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9

分

パートタ

金

イム職員 1,126
通勤手当 103

額

4. 共 済 費 206 時間外勤務手当 150
期末手当 136

10. 需 用 費 312 健保、厚生年金保険料 206
子育て世帯への家計応援給付金支給事業費 【市民課

11. 役 務 費 2,367 】 248,67

（

9

単

消耗品費 1

位

92
12. 委 託 料 2,000

千

印刷

円

製本費 120

）

通信運搬費 1,025
18. 負担金、補助及び 244,000 手数料 1,342

交 付 金 業務委託料 2,000
システム改修業務

交付金 244,000
子育て世帯への家計応援給付金 244,000

介護保険事業特別会計繰出金 440

10. 需 用 費 17 老人福祉事業費 【高年介護課】 7,146
消耗品費 10

11. 役 務 費 43 印刷製本費 1
修繕料 6

18. 負担金、補助及び 7,086 通信運搬費 43
交 付 金 交付金 7,086

原油価格高騰対策支援金 7,086

節

説 明

区 分 金 額

（単位 千円）

18. 負担金、補助及び 4,171

節

説

私立保育園等振興事業費 【こども育成課】 4,171
交 付 金 補助金 4,171

物価高騰対策事業費 4,171

10. 需 用 費 1,360

明

児童保育運営事業費 【こども育成課】 1,360
賄材料費 1,360

1. 報 酬 1,126 人件費 1

区

,721
会計年度任用職員報酬 1,126

3. 職 員 手 当 等 38
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(款 費

国県支

(

出金 地 方 債 そ の

項

他

一

)

般会計

1.

3. 農 業 振 興

農

費 776,614 90

業

,000 866,61

費

4 90,000

) 6

目

.

補正前の

6. 畜 産 業 費

額

4,246 10,00

補

0 14,246 10,000

正 額

農

計

補 正 額 の 財

林

源 内 訳

計 1,639,046 100,000 1,739,046 100,000

(款) 10.教育費 (項) 6

水

. 保健体育費

目 補正前の額 補 正 額 計

補 正 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地

産

方 債 そ の 他

特

8. 学 校 給 食 費 35

定

7,635 12,640 370,275 11,005 1,635

財

業

源
一般財源

計 991,829 12,640 1,004,469 11,005 1,635
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分 金 額

（単位 千円）

10. 需 用 費 45 農業振興事業費 【農林水産課】 90,000
消耗品費 3

11. 役 務 費 255 印刷製本費 30
修繕料 12

18. 負担金、補助及び 89,700 通信運搬費 57
交 付 金 手数料 198

給付金 89,700
肥料等生産資材高騰対策支援給付金 89,700

10. 需 用 費 9 畜産振興事業費 【農林水産課】 10,000
消耗品費 9

11. 役 務 費 11 通信運搬費 8
手数料 3

18. 負担金、補助及び 9,980 給付金 9,980
交 付 金 飼料等高騰対策支援給付金 9,980

節

説

節

説 明

区 分 金 額

（

明

単位 千円）

10. 需 用 費 12,640 賄用需用費 【教育総務課】 12,640
賄材料費 12,640

区
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２　一般職
　⑴　総　括

（　　　）内は、短時間勤務職員

　　ア　会計年度任用職員以外の職員

（　　　）内は、短時間勤務職員

職員手当

の 内 訳

補 正 予 算 給 与 費 明 細 書

比　　較 136 0 0

補 正 前 818,281 487,198 48,800

補 正 後 818,417 487,198 48,800

(千円) (千円) (千円)
区　　分 期末手当 勤勉手当 児童手当

比　　較 150 0 0 0 0

補 正 前 202,450 32,740 9,962 103,727 700

補 正 後 202,600 32,740 9,962 103,727 700

休日勤務手当 夜間勤務手当 管理職手当 勤務手当
(千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

103 0 0

区　　分
管理職員特別

時間外勤務手当

比　　較 0 0

118,042 1,368 12,605

102,396 40,486 117,939 1,368 12,605

補 正 後

補 正 前

102,396 40,486

区　　分 扶養手当
(千円)

住居手当 通勤手当 単身赴任手当 特殊勤務手当
(千円) (千円) (千円) (千円)

(  870  )
873

(  1  )
0

合　　計

(千円)

7,413,079

7,411,358

1,721

備　考

1,126 0 389 1,515 206

1,143,914 3,087,478 1,978,652 6,210,044 1,201,314

1,145,040 3,087,478 1,979,041 6,211,559 1,201,520

給　　料 職員手当 計
給　　　与　　　費

報　　酬
(千円)

共 済 費

(千円) (千円)
区　　分

補 正 後
(  871  )

873

補 正 前

比　　較

(千円) (千円)

職 員 数

(人)

区　　分
職 員 数

給　　　与　　　費
共 済 費 合　　計

備　考報　　酬 給　　料 職員手当 計
(人) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

補 正 後
(　 　)

2,927,655 1,717,440 4,645,095 959,110 5,604,205
799

補 正 前
(　 　)

2,927,655 1,717,290 4,644,945 959,110 5,604,055
799

比　　較
(　 　)

0 150 150 0 150
0
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　　イ　会計年度任用職員

（　　　）内は、短時間勤務職員

補 正 後 102,396 40,486 68,661 1,368 12,605

補 正 前

区　　分 扶養手当 住居手当 通勤手当 単身赴任手当 特殊勤務手当
(千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

102,396 40,486 68,661 1,368 12,605

比　　較 0 0 0 0 0

区　　分
管理職員特別

時間外勤務手当 休日勤務手当 夜間勤務手当 管理職手当 勤務手当
(千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

補 正 後 202,600 32,740 9,962 103,727 700

補 正 前 202,450 32,740 9,962 103,727 700

比　　較 150 0 0 0 0

区　　分 期末手当 勤勉手当 児童手当
(千円) (千円) (千円)

補 正 後 606,197 487,198 48,800

補 正 前 606,197 487,198 48,800

比　　較 0 0 0

区　　分
職 員 数

給　　　与　　　費
共 済 費 合　　計

備　考報　　酬 給　　料 職員手当 計
(人) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

職員手当

の 内 訳

補 正 後
(  871  )

1,145,040 159,823 261,601 1,566,464 242,410 1,808,874
74

補 正 前
(  870  )

1,143,914 159,823 261,362 1,565,099 242,204 1,807,303
74

比　　較
(  1  )

1,126 0 239 1,365 206 1,571
0

職員手当

の 内 訳

区　　分 扶養手当 住居手当 通勤手当 単身赴任手当 特殊勤務手当
(千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

補 正 後 49,381

補 正 前 49,278

比　　較 103

区　　分
管理職員特別

時間外勤務手当 休日勤務手当 夜間勤務手当 管理職手当 勤務手当
(千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

補 正 後

補 正 前

比　　較

区　　分 期末手当 勤勉手当 児童手当
(千円) (千円) (千円)

補 正 後 212,220

補 正 前 212,084

比　　較 136
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　⑵　給料及び職員手当の増減額の明細

説　　　　明 備　　　　考区　　分
増 減 額

(千円)
増減事由別内訳

(千円)

給　　料

千円

給与改定に
伴う増減分

0

昇給に伴う
増　加　分

0

0

職員手当

136 千円
150 千円

制度改正に
伴う増減分

0

0

389

389
その他の
増 減 分

期末手当

その他の
増 減 分

0

時間外勤務手当
通勤手当 千円103

子育て世帯家計応援給付金支給事務
に係るもの
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　　歳入補正予算総括表

補正前の額 補　正　額 計

16 国 庫 支 出 金 5,660,499 379,181 6,039,680

20 繰 入 金 2,527,795 4,968 2,532,763

22 諸 収 入 2,697,986 1,904 2,699,890

48,139,117 386,053 48,525,170

款　　　　　名　　　　　称

歳　入　合　計
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（単位 千円）

地方創生臨時交付金 379,181

財政調整基金 4,968

学校給食徴収金 1,635 保育所給食費負担金 269

主　な　内　容　
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　　歳出補正予算総括表

補正前の額 補　正　額 計

2 総 務 費 6,969,995 7,756 6,977,751

3 民 生 費 13,741,830 265,657 14,007,487

6 農 林 水 産 業 費 1,985,743 100,000 2,085,743

10 教 育 費 4,086,623 12,640 4,099,263

48,139,117 386,053 48,525,170

款　　　　　名　　　　　称

歳　出　合　計
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（単位 千円）

バス交通対策事業費 3,756 個人番号カード交付事業費 4,000

人件費 1,721 地域生活支援事業費 2,140

介護保険事業特別会計繰出金 440 老人福祉事業費 7,146

私立保育園等振興事業費 4,171 児童保育運営事業費 1,360

子育て世帯への家計応援給付金支給事業費 248,679

農業振興事業費 90,000 畜産振興事業費 10,000

賄用需用費 12,640

主　な　内　容　
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　　歳出節別補正予算

（単位 千円）

1 報 酬 1,355,927 1,126 1,357,053

3 職 員 手 当 等 2,034,421 389 2,034,810

4 共 済 費 1,246,575 206 1,246,781

10 需 用 費 1,602,858 14,390 1,617,248

11 役 務 費 434,992 2,709 437,701

12 委 託 料 6,099,183 6,000 6,105,183

18 負 担 金 、 補 助 及 び 交 付 金 10,701,873 360,793 11,062,666

27 繰 出 金 2,832,974 440 2,833,414

48,139,117 386,053 48,525,170

計

歳　出　合　計

番号 節　別 補正前の額 補　正　額
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　歳出性質別補正予算

（単位 千円）

1 人 件 費 8,223,052 1,618 8,224,670

2 物 件 費 8,041,104 23,202 8,064,306

5 補 助 費 等 9,671,623 360,793 10,032,416

13 繰 出 金 2,832,974 440 2,833,414

48,139,117 386,053 48,525,170

計

歳　出　合　計

番号 性　質　別 補正前の額 補　正　額
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第65号議案 

令和４年度豊岡市介護保険事業特別会計補正予算(第２号) 

 令和４年度豊岡市の介護保険事業特別会計補正予算（第２号）は、次に

定めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ440千円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ10,036,458千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

令和４年６月16日提出 

豊岡市長 関 貫 久 仁 郎 
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第 １ 算

入 金 1,655,22

補

9 440 1,655,

正

669

介

歳 入

護

合 計 10,0

保

36,018 440 1

険

0,036,458

事業特

表

別会計

歳 入 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補

歳

正 額 計

入

7. 繰 入 金 1,689

歳

,945 440 1,6

出

90,385

予

1.一 般 会 計 繰
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歳 出 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

3. 地 域 支 援 事 業 費 644,088 440 644,528

3.包括的支援事業・任意事 214,627 440 215,067
業 費

歳 出 合 計 10,036,018 440 10,036,458
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補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ） に 関 す る 説 明 書

令 和 ４ 年 度 豊 岡 市 介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
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歳 入 別

歳 入 合

明

計 10,036,01

細

8 440 10,036

書

,458

１. 総 括

歳

介護保険事業特別会計

出

(

補

歳  入) (単位 千

正

円)

款 補 正 前 の 額 補 正

予

額 計

7. 繰

算

入 金 1,689,94

事

5 440 1,690,

項

385
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介護

   

    

3. 地 域 支 援 事 業 費 644,088 440 644,528

歳 出 合

保

計 10,036,018 440 10,036,458

(歳

険

 出)

事

款 補 正 前 の

業

額 補 正 額 計

特別会計
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源
一  般  財  源

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

440

0 0 440 0

 (単位 千円)

補 正 額 の 財 源 内 訳

特 定 財
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2.

.

保険事業特別会計

繰

3. 地

入

域支援事業繰入金（介

金

護予防・ 39,824

(

440 40,264

項) 1. 一

日常生活支援総合

歳

般

事業以外の地域

会計

支

繰

援 事 業 ）

入金

計 1,655,229 440 1,655,669

目 補 正 前 の

入

 額 補 正 額 計

(款) 7

介護
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1. 現 年 度 分 440 地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業
以外の地域支援事業） 440

    
節

説 明

区 分 金 額

（単位 千円）
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3.

.

定 財 源
一

地

般財源

域

国県支出金 地

支

方 債 そ の 他

援

介護保険

事

事業特別会計

業費

4. 任

(

意 事 業 費 40,224

項

440 40,664 4

歳

)

40

3. 包括的支援事業・任意事業費

計 214,627 440 215,067 440

出

目 補正前

(

の額 補 正 額 計

補

款

正 額 の 財 源

)

内 訳

3

特
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区 分 金 額

（単位 千円）

10. 需 用 費 20 家族介護用品支給事業費 【高年介護課】 440
印刷製本費 20

11. 役 務 費 10 通信運搬費 10
家族介護用品給付費 410

19. 扶 助 費 410

節

説 明
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